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昨
年
、
台
湾
で
は
■
９
６
０
年
　
酷
な
歴
史
を
想
像
さ
せ
る
き
っ
か

代
つ

一〓
色
■
一

一
が
考
景
と
な
　
け
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
一
一
率
一
一≒
〓
チ
「
義
一
中
か
　

難
¨
［
攀
螂
昭
魂
瑞
酬
肥

０ （畔
咄
一

ｔ
〓
員
貢
■
言
喜
三
〓
≡
民
匡
政
　
も
自
色
恐
怖
の
被
害
者
だ
。
■
９

声
）を
手
義
き
せ
た
ら
は
■
９
■
９
　
一０
■
年
９
月
に
共
産
党
員
と
の
交

〓
〓
）
ア
一

一
玉
珪
奪
一還
一
を
掲
　
友
の
疑
い
で
国
防
部
保
密
局
に
逮

げ
る
三
民
党
は
、
台
湾
島
内
の
　
捕
さ
れ
、
■
年
ま
で
獄
中
に
囚
わ

一敦

一
を
は
〓
的
に
弾
王
し
た
．　

れ
て
い
た
。
罪
名
は
「知
情
不
報
」

こ
れ
が

一白
色
恐
怖

一
で
あ
る
。
　

（事
情
を
知
り
な
が
ら
報
ぜ

・
ず
γ

“
鰤
』
¨
侍
計
試
麻
準
岨
耐
社
瀬
　
」
め
「
ど
」
”
熱
政
〔
秦
壕
夕
［

解
除
さ
れ
る
８７
年
ま
で
に
１４
万
人
　
託
し
て
描
い
た
作
品
集
が

『台
湾

近
く
に
な
り
、
そ
の
う
ち
３
０
０
　
男
子
簡
阿
淘
』
だ
。
翻
訳
は
■
９

０
人
以
上
が
処
刑
さ
れ
た
と
い
わ
　
９
６
年
の
草
根
出
版
社
版
に
よ
る

れ
る
。
台
湾
の
人
口
は
日
本
の
お

　

（同
書
は
■
９
９
０
年
に
前
衛
出

よ
そ
６
分
の
■
。
社
会
に
与
え
た
　
版
社
か
ら

「５０
年
代
白
色
恐
怖
自

影
響
の
大
き
さ
が
分
か
る
だ
ろ
　
伝
小
説
」
と
い
う
副
題
つ
き
で
刊

う
。
映
画

『
返
校
』
は
、
台
湾
の
　
行
さ
れ
て
お
り
、
収
録
作
品
が
草

若
い
人
た
ち
に
自
ら
の
社
会
の
過
　
根
版
と
は

一
部
異
な
っ
て
い
る
）
。

祀

鯰

鱚

鱚

浴

浴

浴

鱚
巻
頭
に
置
か
れ
、
簡
阿
淘
の
二
二
　
淘
は
行
方
知
れ
ず
に
な
っ
た
先
輩

八
事
件
へ
の
関
与
を
描
い
た
小
鋭
　
作
家
の
呂
石
堆
で
は
な
い
か
と
推

「夜
襲
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
、
　

測
す
る
。
日
本
に
よ
る
喧
民
地
許
．

戒
厳
令
解
除
以
前
の
■
９
８
５
　
代
に
日
本
語
で
優
れ
た
小
説
を
書

年
。
台
湾
の
戦
後
史
に
大
き
な
傷
　
き
、
バ
リ
ト
ン
歌
手
と
し
て
も
知

痕
を
残
し
た
■
９
４
７
年
の
二
二
　

りヽ
れ
て
い
た
呂
赫
若
の
本
名
だ
．

八
事
件
以
上
に
、
自
色
恐
怖
に
言
　
農
民
の
ひ
と
り
と
語
る
う
ち
、
呂

及
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
大
き
な
夕
　
先
生
が
毒
蛇
に
か
ま
れ
て
命
を
落

ブ
ー
だ
っ
た
。
こ
の
連
作
は
、
葉
　
と
し
た
こ
と
を
知
る
の
だ
っ
た
。

石
涛
の
実
体
験
を
題
材
と
し
て
、
　

　

「訊
問
」
と
い
う
小
説
も
紹
介

■
９
４
７
年
か
ら
７０
年
代
半
ば
ま
　
し
よ
う
。
あ
る
年
の
晩
秋
に
、
主

で
の
台
湾
社
会
の

一
端
を
読
者
に
　
人
公
が
警
備
総
司
令
部
に
連
行
さ

伝
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
　
れ
、
訊
問
さ
れ
る
顛
末
を
描
い
た

白
色
恐
怖
に
よ
っ
て
囚
わ
れ
た
　
も
の
だ
。
作
品
中
の
時
間
は
明
確

さ
ま
ざ
な
人
々
の
獄
中
で
の
姿
を
　
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
簡
阿

描
い
た

「鹿
窟
哀
歌
」
は
、
と
り
　
淘
が
２０
年
前
に
釈
放
さ
れ
た
と
い

わ
け
興
味
深
い
。
日
本
留
学
の
経
　

つ́
記
述
か
ら
、
■
９
７
０
年
代
半

験
が
あ
り
、
魯
迅
の
友
人
だ
っ
た
　
ば
の
出
来
事
と
い
う
こ
と
に
な

外
省
人
の
大
学
教
授
は
、
共
産
党
　
る
。
３
年
前
に
釈
放
さ
れ
た
旧
知

に
資
金
提
供
し
た
嫌
疑
で
因
わ
れ
　
の
政
治
犯
と
の
交
友
が
疑
わ
れ
た

の
身
と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
獄
棟
　
の
だ
。
訊
間
の
な
か
で
、
そ
の
友

に
は

「台
湾
民
主
自
治
同
盟
」
の
　
人
が
台
湾
文
学
の
研
究
に
興
味
を

幹
部
や

「台
湾
共
和
国
」
の
国
防
　
持
っ
て
い
る
簡
阿
淘
の
た
め
に
、

部
長
な
ど
の
政
治
犯
も
収
容
さ
れ
　
尾
崎
秀
樹
の

『旧
植
民
地
文
学
の

て
い
る
が
、
あ
る
時
３０
人
以
上
の
　
研
究
』
を
日
本
か
ら
取
り
寄
せ
て

貧
し
い
農
民
た
ち
が
収
容
さ
れ
て
　
く
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

く
る
。
台
湾
北
部
の
山
岳
地
帯
に
　
訊
問
者
は
間
う
。
「台
湾
文
学
と

位
置
す
る
鹿
窟
出
身
の
彼
ら
は
、
　

は
何
だ
？
　
旧
植
民
地
文
学
と

あ
る

「農
会
」
―
―
実
は
台
湾
共
　
は
？
　
腹
が

一
杯
に
な
っ
て
、
す

産
党
―
―
の
影
響
下
で
、
呂
と
い
　
る
こ
と
が
な
い
と
、
こ
ん
な
妙
な

う
先
生
か
ら

「義
勇
軍
行
進
曲
」
　

こ
と
に
も
手
を
出
す
の
か
？
」

（中
華
人
民
共
和
国
の
国
歌
）
や
　
　
「大
陸
奪
還
」
を
唱
え
た
国
民

読
み
書
き
を
習

っ
た
と
い
う
の
　
党
に
と
っ
て
中
華
民
国
は
唯

一
正

だ
。
こ
の
名
前
を
聞
い
て
、
簡
阿
　
統
の
中
国
だ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ

湾の「自色恐怖」時代を描く
「簡阿淘」という共通の主人公に託して描いた作品集

星名宏修

浴
浴
谷
乙
茫
涸

て
、
「台
湾

（文
学
】

な
ど
に
関

心
を
持
つ
の
は

「妙
な
こ
と
」
で

あ
り
、
疑
う
に
足
る
事
態
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
小
説

「訊
問
」
が
書

か
れ
た
の
は
■
９
８
９
年
。
そ
の

２
年
前
の
８７
年
２
月
、
ま
だ
戒
厳

令
が
解
除
さ
れ
て
い
な
い
時
期

に
、
葉
石
涛
は
『台
湾
文
学
史
網
』

を
刊
行
し
た
。
清
代
か
ら
８０
年
代

ま
で
の

「台
湾
文
学
」
の
全
体
像

を
記
述
し
た
画
期
的
な
文
学
史
で

あ
る
。

２
０
■
８
年
１０
月
、
葉
石
涛
を

合
む
白
色
恐
怖
の
被
害
者
が
か
つ

て
受
け
た
罪
名
の
取
り
消
し
が
よ

う
や
く
行
わ
れ
た
。
２
０
０
８
年

に
亡
く
な
っ
た
彼
は
、
「知
情
不

報
」
の
汚
名
を
生
前
に
濯
ぐ
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
。

近
年
、
台
湾
へ
の
日
本
人
観
光

客
は
増
え
続
け
て
い
る
。
魅
力
的

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
美
食
だ
け
で

な
く
、
時
間
が
許
せ
ば
台
北
の
国

家
人
権
博
物
館

（白
色
恐
怖
景
美

紀
念
園
）
に
足
を
運
ん
で
み
て
は

い
か
が
だ
ろ
う
か
。
日
本
に
よ
る

植
民
地
統
治
か
ら
解
放
さ
れ
た
後

の
台
湾
が
、
ど
の
よ
う
な
歴
史
を

歩
ん
で
き
た
の
か
を
考
え
る
こ
と

が
で
き
る
格
好
の
場
所
で
あ
る
。

『台
湾
男
子
簡
阿
淘
』
が
描
い
た

世
界
の
恐
ろ
し
さ
を
あ
ら
た
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

（台
湾
文
学
研
究
）


